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資料２

「臨床研修制度の見直し等を踏まえた医学教育の
改善について 医学教育カリキュラム検討会 意
見のとりまとめ」（平成２１年５月）

①臨床実習の系統的・体系的な充実

②地域の医療を担う意欲・使命感の向上

③研究マインドの涵養

などの観点
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①臨床実習（G）の系統的・体系的な充実

基本的診療技能（E3）の内容と「共用試験」のいわ
ゆる「学習・評価項目」の整合性を図る。

診療態度や基本的診断の思考過程の習得を重視すべ
きで、内科、外科などの項目にある「症例」の列挙
は不要ではないか。
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①臨床実習（G）の系統的・体系的な充実

基本的診療技能（E3）の内容と「共用試験」のいわ
ゆる「学習・評価項目」の整合性を図る。

診療態度や基本的診断の思考過程の習得を重視すべ
きで、内科、外科などの項目にある「症例」の列挙
は不要ではないか。

医療系大学間共用試験実施医療系大学間共用試験実施
評価機構（評価機構（CATOCATO）） 作成作成
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②地域の医療を担う意欲・使命感の向上

地域医療については、１９年度改訂において臨床実
習（G）の部分に採り入れられた。今回の改訂でも
検討する。

③研究マインドの涵養

研究マインドの涵養については、下記のような意見

・研究マインドの涵養は重要であるが、そもそもコアカ

リの項目に記載するようなものではない。

・準備教育の一部およびＦの一部をＢに移動してまとめ

た方がよい。
5

用語の変更・統一、その他について

「人畜共通感染症」→「人獣共通感染症」

今回の改訂で、このような修正が必要。

「・・説明できる」、「・・列挙できる」、

「・・概説できる」、

このような言い回しも統一を検討すべき。

卒業時までに行われるべき項目（△）については、
何らかの工夫が必要。
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「コア・カリ改訂」に関するご意見伺い

送付先：８０大学（校）

日本医学会 １０８分科会

送信日：平成２２年９月２１日（火）

回答締切日：平成２２年１０月１２日（火）
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